



ハ ー バ マ ス は『 公 共 性 の 構 造 転 換 』
（Strukturwandel der Öffntlichkeit: Untersuchungen zu 








































































































































1 Jürgen Habermas: Zur Rekonstruktion des Historischen 
Materialismus,1976. S.57f.










































































グは、このウィーンを 1769 年と 1775 年に訪
































































文 芸 分 野 を お も に 批 評 対 象 と し た『最












5 Gotthold Ephraim Lessing: Sämtlichen Schriften. Hrsg.v.Karl 
















と し て「 ヴ ォ ル フ ェ ン ビ ュ ッ テ ル 図 書 館
報」に公表することにより、ハンブルクの























































6 Heinrich Heine: Sämtliche Werke. Band 8-1. Düsseldorfer 
Ausgabe. 1979. S.74.












































































9 Moses Mendelssohn: Sämtliche Werke. Ausgabe in Einem Band 



































































ツィヒにおける「愛国協会」の 1764 年から 89
年の間の統計を例にとれば、会員数 281 名、こ
の内官吏 41 名、大学教授、医者、聖職者ら知
識人 18 名、商人 13 名、美術工芸家 11 名、地
主 11 名、貴族 184 名である。ドイツ一般の平
均会員数が 200 人から 500 人で、多様な階層、
年齢、職業から構成され、重複登録や短期間で
の移動によりその比率に多少の相違があったと
しても、ドイツ全体で推計 4000 人から 5000 人
程度の会員がいたといわれる 13。そして、フリー
12 Gotthold Ephraim Lessing: Werke. Hrsg.v.Herbert G.Göpfert. 
München 1979. 8Bde, S.33.



























































レッシングは、事実 1771 年 10 月 14 日にハン
ブルクのフリーメーソン・ロッジ〈三本の棕櫚
















14 Alexander Altmann: Moses Mendelssohn. A Bibliographical 
Study. London 1973, p.36.
15 Lessing. Werke 8 Bd. S.478.
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20 Reinhard Koselleck: Kritik und Krise. Eine Studie zur 
Pathogenese der bürgerlichen Welt. Freiburg.München 1959. 
Neudruck. Frankfurt am Main 1973, S.55f.
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う。しかし、合意形成を目的とするならば、議
論への参加者全員が対等にかつ文化的差異の限
界を超えて合理的協議を行い合意に達する価値
観や規範を共有する必要があろう。
真理とは確かに存在し、絶対的基準であると
しても、それは誰のものでもなく、また誰かに
よって確定されるものでもない。つまり、そこ
に至る過程、合意形成のための議論・討議が尊
重されなければならないとすれば、18 世紀ド
イツの啓蒙主義者レッシングの著作家としての
活動が改めて想起されてよい。
劇作家・批評家・神学者・哲学者・文献学者
として、しかし生活基盤を社会にもたない「自
由」な著作家という意味で、換言すればすべて
の人間に解放され、接近可能な「公共性」に属
し、「公共性」を代弁し、公衆をコミュニケー
ションの相手としたのがレッシングにほかなら
なかった。
翻って現在、SNS というメディアが怪物のよ
うに跋扈する時代において果たして公共性とは
存在しうるのであろうか。
